産業廃棄物の処理フロー、排出量及び再生利用量等の推移＜更新版＞
第１回部会
資料３－３


１．府内で排出される産業廃棄物の処理フロー
・府内で排出される産業廃棄物の処理のフローを図3-3-1に示す。
・府内の事業場・建設現場等で生じた発生量は約１，５６９万tであった。
・発生量のうち、産業廃棄物としての排出量は約１，５１８万t、他者に有価で売却した量が約５１万tであった。
・排出量のうち、再生利用された量は約４８２万t（約３１．８％）、減量化された量は約９９８万t（約６５．７％）、最終処分された量は約３８万t（約２．５％）であった。
　
図3-3-1　府内における産業廃棄物の処理状況（平成２６年度）　
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	項　目
	定　　　義

	発生量
	事業場・建設現場等で生じた不要物量

	排出量
	発生量のうち、有価物量を除いた量

	再生利用量　Ａ
	排出事業者、処理業者等で再生利用された量

	減量化量
	排出事業者又は処理業者等の中間処理により減量された量

	最終処分量
	排出事業者と処理業者等の最終処分量の合計

	有価物量　Ｂ
	発生量のうち、中間処理されることなく、他者に有価で売却された量

	Ａ＋Ｂ
	発生量のうち、資源化された量（有価物量と再生利用量の合計）





（１）産業廃棄物の処理段階における種類別内訳
・産業廃棄物の処理の各段階における種類別の内訳を図3-3-2に示す。
・産業廃棄物の排出量では、汚泥が約６８．６％、がれき類が約１６．６％、金属くずが約２．７％、混合廃棄物が約１．９％、廃プラスチック類が約１．５％、その他が約８．７％という割合となっている。
・排出された産業廃棄物のうち、約４８２万t(約３１．８％)が再生利用されている。がれき類は路盤材等に、汚泥は建設資材等に、金属くずは鉄鋼原料等に再生利用されている。
・再生利用がなされた部分を除いた産業廃棄物は、脱水や焼却処理により約９９８万t（約６５．７％）の減量化処理がなされている。
・残余の産業廃棄物約３８万t(約２．５％)が埋立により最終処分されている。最終処分量の内訳は、汚泥が約２７％、混合廃棄物が約２１％、がれき類が約１３％、廃プラスチック類が約１３％である。

図3-3-2　府内における産業廃棄物の排出量等の内訳（平成２６年度）
排出量　１，５１８万t
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 建設業汚泥8％ )
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 製造業汚泥10％
 上水道汚泥9％
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減量化量９９８万t







汚泥27％
(内製造業汚泥52％)
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（２）産業廃棄物の種類別の処理状況
・産業廃棄物の種類別の排出量を図3-3-3に、種類別の再生利用、減量化、最終処分の比率を図3-3-4に示す。
・再生の割合が高いのは、がれき類、金属くずであり、これらは建設資材や金属原料として利用用途が確立されている。
・汚泥、廃油、廃酸・廃アルカリは、液体分が多いため、脱水等による減量化の割合が高い。
・最終処分の割合が高いものとして、燃え殻、ゴムくず、廃石綿等があげられる。

図3-3-3　産業廃棄物の種類別の排出量1,041
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図3-3-4　産業廃棄物の種類別の処理状況
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２．産業廃棄物の排出量、再生利用等の推移
・産業廃棄物の排出量、再生利用量、減量化量、最終処分量の推移を図3-3-5に示す。
・排出量は、長期的に減少しているが、平成２２年度から平成２６年度にかけては横ばい傾向である。
・再生利用量は、長期的には増加しているが、近年は横ばい傾向である。排出量の減少に対して再生利用量が増加したため再生利用率も上昇してきたが、近年は横ばい傾向になってきている。
・減量化量は、減量化率が約６５％前後で変化していないため、排出量と同様の推移を示している。
・最終処分量、最終処分率とも長期的には大幅に減少している。平成７年度から平成１７年度までは５年ごとに半減してきたが、その後は減少幅が緩やかになってきている。

　　　　　図3-3-5　産業廃棄物の排出量、再生利用量、減量化量、最終処分量の推移
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H12
1,768万t
H17
1,728万t
H22
1,450万t
H26
1,518万t
　　　　　H7
排出量計1,822万t







３．全国、東京都との比較
・大阪府(Ｈ２６実績)の産業廃棄物排出量の種類別の割合と産業廃棄物の処理状況を、全国平均(Ｈ２４推計)及び東京都（Ｈ２４実績）と比較した。
・全国平均とは、排出量の種類別の割合も異なり処理状況も異なる状況であった。
・排出量の種類別の割合が比較的近い東京都の処理状況と大阪府の処理状況はほぼ同じ傾向であった。

表3-3-1　全国、東京都、大阪府の排出量の種類別の割合及び処理状況
	
	産業廃棄物排出量の種類別の割合
	産業廃棄物の処理状況

	全国平均
（H24）

排出量
合計
約37,913万t
	







	

	東京都
（H24）

排出量
合計
約2,357万t
	







	





	大阪府
（H26）

排出量
合計
約1,518万t
	







	


出典：（全国）産業廃棄物排出・処理状況調査報告書（H27.3環境省）
　　　（東京）東京都産業廃棄物経年変化実態調査報告書（平成24年度実績）（H26.12東京都）



業種別排出量	製造業汚泥 10%
建設業汚泥 4%
上水汚泥4%
その他 4%
下水汚泥	その他	0.95829108337301649	4.1708916626983471E-2	列1	下水汚泥	その他	9558854.8475903198	416042.14711490832	業種別排出量	混合廃棄物
21％
がれき
類13％
廃プラスチック類
13％
汚泥	混合廃棄物	がれき類	廃プラスチック類	その他	0.27128021388781859	0.20511162998113111	0.13389079786285218	0.13002046725192079	0.25969689101627741	排出量	汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	廃酸・廃アルカリ	鉱さい	廃プラスチック類	木くず	廃油	ガラスくず等	動植物性残さ	ばいじん	動物のふん尿	紙くず	感染性廃棄物	繊維くず	燃え殻	ゴムくず	廃石綿等	動物の死体	1040.6859322600087	252.29261009804873	41.69634902454569	27.927799406406329	27.872547983503996	26.945436319055652	23.991686820681927	20.19443479406651	13.990016663365459	13.271970987929263	7.5525395043991228	7.2965998920051325	5.4814999999999996	5.2943823840894417	2.7256440841755269	0.45561130957932167	0.16756551944584511	0.13625355497827873	6.710866510693092E-2	1.4361833209752692E-2	
再生利用	
汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	廃酸・廃アルカリ	鉱さい	廃プラスチック類	木くず	廃油	ガラスくず等	動植物性残さ	ばいじん	動物のふん尿	紙くず	感染性廃棄物	繊維くず	燃え殻	ゴムくず	廃石綿等	動物の死体	7.1549721682500234E-2	0.97977200127950481	0.9817292131406925	0.67946053029999764	0.21533073266472955	0.87168123756310789	0.56065255262873503	0.95481484664236826	0.45688136920374212	0.80013865685914598	0.77132392337761047	0.87161931522539071	0.82700658769000002	0.82782535086082198	6.790367945432757E-2	0.65823241037377522	0.29165698364567799	0.16715058807665123	0	0	減量化	汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	廃酸・廃アルカリ	鉱さい	廃プラスチック類	木くず	廃油	ガラスくず等	動植物性残さ	ばいじん	動物のふん尿	紙くず	感染性廃棄物	繊維くず	燃え殻	ゴムくず	廃石綿等	動物の死体	0.91851485172205649	0	2.2338747912416736E-3	4.0567756417155577E-2	0.72447759819249913	1.0085953317269998E-3	0.23278224627082639	2.7566677677060159E-2	0.53367743151201363	2.4873993600888606E-4	0.22228385076174312	9.9238002729654218E-2	0.17299341230999996	0.15438975696530619	0.83148976193656199	0.20236423704710352	7.5104941977328626E-3	3.8996971453458297E-2	0	0.92	最終処分	汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	廃酸・廃アルカリ	鉱さい	廃プラスチック類	木くず	廃油	ガラスくず等	動植物性残さ	ばいじん	動物のふん尿	紙くず	感染性廃棄物	繊維くず	燃え殻	ゴムくず	廃石綿等	動物の死体	9.9349884644119504E-3	2.0226238859198217E-2	1.5991758943015161E-2	0.27991263420754681	6.0191669142771645E-2	0.12730560283604794	0.20654746572267282	1.7610135152536805E-2	9.4221740831135405E-3	0.19958201165631334	6.3922258606462666E-3	2.9142682044954807E-2	0	1.7784892173871893E-2	0.10059710442447035	0.13940335257912131	0.70083252215658898	0.79385244046989045	1	0.08	
再生利用	349
(19.2%)
464
(26.3%)
545
(31.5%)
457
(31.5%)
482
(31.8%)

平成7年度	平成12年度	平成17年度	平成22年度	平成26年度	349	464	545	457	482.45217298945494	減量化	1,140
(62.5%)
1,157
(65.4%)
1,115
(64.6%)
946
(65.3%)
998
(65.7%)

平成7年度	平成12年度	平成17年度	平成22年度	平成26年度	1140	1157	1115	946	997.48969947052285	最終処分	333
(18.3%)
147
(8.3%)
67
(3.9%)
47
(3.2%)
38
(2.5%)

平成7年度	平成12年度	平成17年度	平成22年度	平成26年度	333	147	67	47	38.11263115692806	

業種別排出量	汚泥 43%
(内下水汚泥46%)
汚泥	動物のふん尿	がれき類	鉱さい	ばいじん	その他	0.43424408591089764	0	0	0	0.22533807040726703	0.15531852602093701	4.3250856550534504E-2	3.9927519603731636E-2	0.10192094150663217	列1	汚泥	動物のふん尿	がれき類	鉱さい	ばいじん	その他	164638	85434	58887	16398	15138	38642	業種別排出量	汚泥 71%
(内下水汚泥79%)
下水汚泥	がれき類	ガラスくず	その他	0.7083934481880676	0	0	0	0.20364083849613851	2.783671390987015E-2	6.012899940592379E-2	列1	下水汚泥	がれき類	ガラスくず	その他	16694000	4799000	656000	1417000	大阪府	


再生利用	減量化	最終処分	208	158	13	東京都	


再生利用	減量化	最終処分	719.4	1549.5	88	業種別排出量	汚泥 68.6%
(内下水汚泥73%)
混合廃棄物 1.9%
その他10.2%
下水汚泥	製造業汚泥	建設業汚泥	上水汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	その他	0.68600000000000005	0	0	0	0.16600000000000001	2.7E-2	1.9E-2	0.10199999999999999	大阪府	再生利用 31.8%
減量化 65.7%
最終処分 2.5%
再生利用	減量化	最終処分	482	997	38	業種別排出量	混合廃棄物 1.9％
廃プラスチック類 1.5％
その他 8.7％
下水汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	廃プラスチック類	その他	0.68553660037479014	0	0	0	0.16619405803891166	2.7466858609544585E-2	1.8397028409367883E-2	1.5804171950887604E-2	8.660128261649809E-2	列1	下水汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	廃プラスチック類	その他	10406859.322600087	2522926.1009804872	416963.49024545692	279277.9940640633	239916.86820681926	1314659.7349490989	列2	下水汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	廃プラスチック類	その他	15180603.511046013	15180603.511046013	15180603.511046013	15180603.511046013	15180603.511046013	15180603.511046013	15180603.511046013	15180603.511046013	15180603.511046013	種類別再生利用量	がれき類
51%
金属くず
9%
がれき類	汚泥	金属くず	その他	2471892	744608	409345	1198676.2475485611	1
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